
話し言葉の男女差 一定義・意識・実際 一

はじめに

聖心女子大学助教授

小川早百合

本研究は留学生に対する日本語教育の立場から行なっている。 ある程度の期間日本

語を学び、 日本語ノJがついてきた学習者からは、 周囲の日本人が、 男女によって話し

ている言葉が異なることがあるということに気づく。 そして、 学習者自身も自分の性

別に適した言葉を学びたいという要望が出てくる。 一方、 日本語学習者は強く意識し

ていないかもしれないが、 周囲の日本語話者にとってみると不適切は「男言葉」「女言

葉」は、 不快なものになる
1
0

そこで、学習者、および学習者の周囲の両方にとって心地よいコミュニケ ー ショ

ンのために、男女差のある話し言葉をどうやって教えたらいいかを研究し始めた 2。

この研究のきっかけを与えてくれた学習者が、大学生であったので、大学生の世代の話し言葉には、どんな男

女差があるのかをまず調べた。男女差はあまりないのではないか、という予想のもとに調奎を始めたが、その過

程で、研究書に述べられている男女差と実際に使用されている云葉には、かなりの隔たりがある、ということに

確信が持てるようになった。そこで、研究者・辞書の定義する男女差（定義）、一般の人が描いている男女差（意

識）、実際の使用場面に表れる男女差（実際）、この3つの観点の男女差の陽たりを考察することを本研究の目的

とする。そして、言葉の男女差を日本語教育でどう扱っていくのかという問題への1つの同答を出してみたい。

1. 男女差の定義

1. - 1． 研究者による説明

従来、 さまざまな研究者による日本語における男女差を示す要素は 3、

① 終助詞（文末表現）

② 呼称(1人称、 2人称、 3人称）

③ 音変化（促音化・長音化 ・ 音便化）

④ イントネ ー ション

⑤ 語彙（副詞、．「お」、 ～じゃん ・ 奴・食う …… ）
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⑥ 文法（主語の欠如、格助詞の欠如 ・ 体言止め）

⑦敬語（ていねいさ）

⑧ パラ言語

⑨ 聞き手の性別（社会的地位）

⑩ その他（呼びかけ、言いよどみ、繰り返しの表現etc)

が主なものとしてあげられる。

しかし、一方では、現代の日本語には男女差はないという研究者もあり、・「言葉遣いの

性差を言うこと自体、古くさい」 4 と言

い切る場合もある。
表1 男女の使用差がある終助詞

璽男性語 璽女性語

1. - 2.辞書の説明

上記の研究者による説明のうち、①

の終助詞、②の呼称（そのうち代名詞）

について、辞書での説明をみてみると、〗ぃ
+ 2

以下のようになる。

1. -2.—①終助詞（表1)

終助詞のうち、女性語と記述してあ

る辞書数の多い順に並べると、

わ、かしら、て、てよ、こと、．の、

のよ、わよ、よ、たら、い

となり、同様に男性語として多い順に

並べると、

ぜ、い、な、よ、ぞ、さ、かい、だ

Lヽ

となる。 「女性語」とされるものの方が

「男性語」よりやや多い5。ここで典型

的な女性語はわ、かしら、男性語はぜ、

い6 などである。

か

遵＿
青

だ

か

か

か
っ

・ だ ・ た ・ な ・ 勤詞終止形 ・ ない＋ よ
．．

．

名詞＋ ょ

•••文末にそえて、終助飼的に用いる
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1. -2. —②呼称（表2)

呼称については、 辞書で確認できる代名詞に限った。 男性語という扱われるものの

方が女性語より多いC また相対的に1人称を示すものに男女差が多い。

女性1人称：あたし 2人称：あなた（妻から夫の対する場合）

男性1人称：おれ、 わし、 あっし、 ぽく 2人称：きみ、 おまえ

表2 男女の使用差がある呼称

冒璽鵬鬱冒鬱男性語 ＇細蛸瞬囀女性語

る,＞
 
てしと語用使の性女をJ

 
方貴の合塙ぶ呼を夫

冒
三
害
戸
塁

2．． 男女差として意識されるもの

2. ー1. 意識調査（以前の研究より抜粋） 7

1996-8年、 首都画と近畿圏任住の大学生435名（女性287名、 男性148名）を対象

に、 話し言葉の男女差についてのアンケ ー ト調査を行なった。 そのうち、

a. 日本語の話し言葉には男女の違いがあると思いますか。

b. 日本語の話し言葉に男女の違いがあるとすると、 どういう場面 ・ 表現 ・ 言葉遣

いなどにあらわれていると思いますか。

の2つの質問に対する回答（自由記述）について抜粋する。

a. の質問の男女差については、あると答えた人57.2%、 ない32.9%、 その他9.9%
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であった凡

b. の男女差がどこに表れるかという質問に対しては、言語上の特徴をあげた人269

名(61. 8%）、 場面を回答した人110名(25%）、 印象でとらえた人90名(20%）、（里複

回答）であった。

2. -1. -1. 意識調査と研究者の説明との比較

男女差として言語上の特徴をあげたものの具体的記述(269名、950例）を分類し、

記述数の多い順に神べると、

①終助詞413例(43.5%）、 ②呼称223例(23.5%）、 ③語彙123例(12.9%）、 ④その

他52例(5.5%）、 ⑤敬語43例(4.5%）、 ⑥パラ言語39例(4.i%）、 ⑦イントネ ー ショ

ン32例(3.4%）、 ⑧音変化19例(2%）、 ⑨文法6例(0.6%）となる。 これらは従来の研

究者による説明をほぼ網羅するのもであり、 研究者の説明と人の意識とには大きな差

はないn

2. -1. -2. 意識調査と辞書の定義との比較

2. -1. -2. ① 終助詞

終助詞を含む文末表現は、l42名(32.6%）が上げており、 複数回答の記載例を数の多

い順に並べてみる（表3)

表3

女性らしさ ね(44)、 よ(27)、 でしょ(21)、だわ、なの、はなの、だ出2ねえ、

四例 かしら、な乃よねかなだもん、だよ（各3)、のよ(l)

男性らしさ だろ（④)、 よ(15)、な(14)、だぜ、ぜ、だよ（各9)、 t::.. か、だよなぞ、

(159例 だぞ、や、かよ、よなさ（各1)

辞書の説明での女性語と比較すると、 （アンケ ー トの方は、 終助詞以外の文末表現

も含んでいるために必ずしも正確な比較ではないが、）数の多少に関わらず一 致して

いるものとしては、わ、かしら、よ、 のよである。 辞書で説明されていた「て」 「て

よ」 「こと」 「わよ」などは、 現代の日常の話彙とはかけ離れた存在になっているた

めか、 女性語として意識われないようである。

男性語も同様に比較すると、 辞書と意識が 一 致するのは、 ぜ、 な、 よ、 か、 や、
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だとなる。

アンケ ー トでは、 最も多くの人が記述した女性の「ね」は、 辞書では女性語として

扱われておらず、 男性の「だろ」は、 それ自体が辞書の見出し語にはない。 さらに、

自由記述の中には、 「男性の『だぜ』、 女性の『よ』 『だわ』は使われなくなってき

ている」、 「典型的な女性の言葉『わ』使われていない」、 「テレビでよく『だわ』

を耳にするが、 実際にはほとんど言っていない」などの記述もあった。

2. - 1. - 2． ② 呼称

呼称に関しては93名(21.4%）が具休例を挙げている。 複数回答を多いものから順に

並べてみると、女性らし さはほとんどが1人称と3人称を挙げたものであるのに対し、

男性らしさは1人称と2人称が多かった。（表4)

表4

廼らしさ(87イ1jI� 私(42)*、あたし⑦、名前・ニックネ—ム(6)、お加この人（6)、紺ヰ(4)等

男性らしさ(136例 おれ(45)、ぽく(32)、おまえ(29)、そいつ／こいつ／あいつ(13)等

回答は記述式であったため「私」と表記されたものは、 「 わたし」「わたくし」の

区別がつかない。

辞吾の説明と意識とが 一致しているのは、 女性1人称のあたし、 2人称のあなた、

男性1人称のおれ、 ぽく、 2人称のおまえで、 辞書と意識はよく一 致している。
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2. -2. 男女差が生じる場面として意識されるもの

言葉の男女差の表れについて、場面を意識した記述例(llO名、llO例）を示す。

表5

対人場面(40例
異咀買8)、 目且年上（8）、親しい人（7）、年下／同叙3)、親3)、

初対面紅）、あまり親しくない人(2)、恋人⑱、子猟2)、

疇を求める蜘、きちんとしt這舌し方をしたげ船）、

槻能場面(27例 自分の性を誇張したし嗚奴）、命令する時、相手を呼ぶ痔、

テーマに沿っ芯括し合いをする時

感t嗣甥甜証逸7例） 怒った眠12)、感清杭葛ぶっt歩報8)、鷲／洸時、奇声をおずる時

具体的場面(16例） けんが吃湯面9)、 普叙3)

対人場面が最も多いが、 「目上／年上」 「年下／同等」、 「親しい人」 「あまり親し

くない人」、 「初対面の人」 「親しい人」、 「異性間」 「同性間」、 「けんか」 「普

段」などとの相反する瑞面が挙げられているのが特徴的である。 しかし、 異性間の場

合、 女性はより女性らしい言葉を使うのか、 あるいは逆にざわと男性らしい言葉を選

択するのか、 などは不明である。 呼称の使用についてはくだけた場面で、 女性はより

男性に近い表現で、 男性はより男性らしくと、 逆に女性の表現に近付く傾向の二極化

が見られた。

2. -3. マ スメディアにおける男女差の意識

人の意識に影響するものに、 教育とマスメディアがあげられる。 そこで、 マ スメデ

ィアが話し言葉の男女差をどう扱っているかを確認しておきたい。

古くは、 昭和13. (1938)年8月8日付の東京朝日新聞：

女子学生の言葉が悪くなったのもこの二十年来の事です。· •…..

丁度日露戦争前明治35、6年頃の女了·学生は友達同志でさえこう遊ばせ、 あ>

遊ばせの遊ばせ言葉でしたが、 人正初年以後女学生間にもスポー ツが非常な勢い

で普及した結果、 女の態度が活発になったのはよろしいが、 男の真似をすること

がよいとされ、すべての女性が男性化の傾向を取ると言った露悪趣味の時代があ

りました。
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女性は女性の言葉を使うことを是とする意識が見られる。

近年では、1998年1月に中学校の英語教師が生徒に刺されて亡くなった事件の報道

記事には
「
先生は『ちょっと来な』と、 男言葉で生徒と友人の二人を廊下に呼んだ」

とあった。
「
男言葉」を使ったことが事件の原因になったことを示唆するような書き方

であり、 女性の
「
男言葉」使用をマイナスのイメ ー ジで評価する姿勢が伺えるもので

はないだろうか。

出版の場合でみると、2001年4月刊行の伊集院静『母の男言葉』という著作に、「母

は笑いながらわざと男言葉を使って、私を慰めようとした。『いろいろあらあな』」9 と

ある。 この著作は週刊誌の連載をまとめたものであるが、 「母の男言葉」と題した回の

タイトルを著作のタイトルとして採用し、 さらに本の帯にもこの文章引用している。

女性、 それも母が
「
男言葉」を使用するのは特殊なことだと意識した上で上手に注目

を引いた本作りではないだろうか。

3. 男女の使い方の違い実際（以前の研究より抜粋） 10

3. ①終助詞

1996年に首都圏の大学生127名に親しい者同士の会話を録音してそれを文字化して

もらった。 その中から、 条件にあった51組、 129名、（女性65名、 男性64名）、 666の発

話（女性330、 男性336)を採用し、 終助詞を使っている文を取り出し、 男女別の使用

状況を調査した。 （表6.)

ここで使われた終助詞を使用頻度の高い順に並べると、 以下のようになる。

女性の使用 ①よ95②の78③ね61④よね35⑤かな17

⑥のよ12⑦さ10 ⑧な5 ⑨のね4 ⑩わ3

⑪かね・なよ ・ のよね ・ わよ2 ⑮のかな ・ や1 （回）

男性の使用 ①よ1'05②の65③な43④ね33⑤よな ・ よね17

⑦かな12 ⑧ぞ11⑨ぜ10 ⑩さ7 ⑪か4

⑫かよ・なよ ・ のかな ・ や ・ わ2 ⑰かい ・ わね1 （回）
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表6 終助詞の使用の男女別集計
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i i 200 i 95 1 i 200 j 95 j 105 1 j 

: : ; ii：こっちのかごの中よ バイトだよ
： ： 
： ： ： ； ； ；m：本当だよ 返事するよ.．．．．．．．．．．．.......．．； i.......．．．：....．．．．．．．．； •......... i.．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．......．．．．．.......．．．．．.．． 

よな i269i 17l o i 17 i 
： 

： jm：よく働くよな 5月病だよな
.．.............．．．．．； ： · •....．．．．;.......... 4••••...．．ふ．．．．．．．．．．．．．．．↓·...．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.............．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．. 

： ： 
よね l l 52l 35l 17; 

: ： i if：面白いよね きらいだよね： 
j___j__j_ __ ~ i 1 im：いないんだよね 言ってたよね

： 

1 5 i 3 i 2 i 
: i i i if：電話してみるわ うらやましいわ

； ； ： ： ： 
； 

!
．．．．．．．．．．

i
....＂．．．．．．，..........;．．．．．．．．．．．．．謳瀕．痙怒．註．益．．．．．．．．．．．．．．．．．．”．．．．．．．．b......

8 i 1 i O i 1 
: i :. 

： ［m：えらいわね： ；．．．．．．．．．．中．．．．．．．．．．．；．．．．．．．．．．！．．．．＂．．．．．．．．．．ァ・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．l : : I ! 
i 2 1 ： 2 i O i ： ： ． ： ： if：楽しくやってるわよ

ね
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租8言t i .666 i i 330 i 336 i 

fは「女性による表現」、mは「男性による表現」。
Qは「疑問文」、 1は「命令文（禁止形を含む）」。

〈出典：小川，1997,pp.206-7〉
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ここで、 上位にあるものは、 男女とも同じものが多い。 よ、 のはその前

にくる品詞や活用形によって、 男性語、女性語のどちらにもなりうるから

である。 したがって、 それぞれの頻度上位の終助詞が女性語 ・ 男性語とは

ならない。

そこで、 次に、 使用頻度の男女差に着目する。 各表現ごとに、 男女どち

らかの使用頻度が多い方の数字から少ない方の数字を引いてみた。（ ） 

内の数値は差。

女性の方が多く使う ①ね(28)②よね(18)③の(13)④のよ(12)⑤かな(5)

⑥のね(4) ⑦さ(3) ⑧わよ・のよね・かね(2) ⑪わ(1)

男性の方が多く使う ①な(38)②よな(17)③ぞ(11)④ぜ(10)・よ(10)

⑥か(4) ⑦かよ(2)⑧かい ・ のかな ・ や・わね(1)

となる。 これをグラフに示すと以下のようになる。（図1)

図1 終助詞の使用頻度の男女差

↑

女
性
の

使
用
が
多

の

使
用
が
多
い
↓

ヽのわさのかのの

ねよよ ねなよ ね

ね

〈出典：小川1997、p.209〉

使用頻度で男女差を比べれば、 「ね」が女性に特徴的、 「 な」が男性に特徴的な終助

詞ということになる。

これを辞書の説明と比較すると、女性語に関しては、 一致しているのは、の、のよ、

34 

Copyright © 2004 The Society for Gender Studies in Japanese All rights reserved.

日本語とジェンダー  第4号 （2004）



の2終助詞だけである。 一方、 意識との比較では、 ね、、よね、の、かなのよが、 一 致し

ている。 日常的な意識は実際の使用と比較的近い。男性語は、辞書と一 致するものが、

ぜ、な、よ、ぞ、さ、意識とは1つでも一 致があるものは、 よ、な、ぜ、ぞ、よなである。

男性語の方は、 辞書の説明、 意識ともに、 実際の使用と一致する者が多い。

3. ②呼称

呼称の使用については、 1996-8年の3年間に大学生241名に依頼し、 現代の若者の

男女の日常会話を3分間録音してもらい、 そこから、 女性352名、 男性296名の発話の

中の呼称の使用例数を取り出して、 集計した（表7)。 その結果を辞書の説明と比較す

ると、

女性1人称：あたし、

男性1人称：おれ、 ぽく 2人称：おまえ

が、 一致しているものである。 また意識調査との比較では、

女性1人称：私紺：：し

男性1人称：おれ、 ぽく 2人称：おまえ

となり、 ここでは、特こ男曲乃意識、 辞書の説明の両方に一 致点が多くみられる。 特に男性

の用法と意識とに 一 致点が多くみられる。 しかし、 辞番の説明も、 終助詞にくらべれ

ば、 おおむね現実の用法に即している。
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表7 呼称使用に関する実態調査
女性による使用（総数352) 男性による使用（総数364)

呼び方 例数 ％ 呼び方 例数 ％ 

わたし 108 30.7 おれ 142 39.0 

あたし 33 9.4 ぼく 14 3.9 

うち 18 5.1 うち 9 2.5 
人 自分 5 1.4 自分 6 1.7 
称 おれ 3 0.9 わたし 2 0.5 

ぽく 1 0.3 おれさま 1 0.3 

名前／ニックネーム(NN) 10 2.8 名前 ， 2.5 

あんた 14 4.0 おまえ 55 15.1 
おまえ 10 2.8 あんた 6 J. 7
あなた 2 0.6 きみ 2 0.5 

自分 6 1. 7 おた＜ 2 0.5 

きみ 3 0.9 自分 2 0.5 
そっち 2 0.6 あなた 1 0.3 

苗字 2 0.6 そっち 1 0.3 
人
称 （苗字）くん 16 4.5 →田+•ナC 7 1.9 

（苗字）さん 5 1.4 （苗字） くん 8 2.2 

名前／ニックネーム ， 2.6 （苗字）さん 3 0.8 

（名前／NN)ちゃん／さん／くん 23 6.5 （苗字）ちゃん 3 0.8 

（～）先輩 4 1.1 名前／ニックネー ム 13 3.6

（名前／NN)ちゃん／さん／くん 4 1.1 
’ 

（～）先輩 4 1.1 

こいつ／あいつ 5 l.4 こいつ／あいつ 15 4.J

（その／あの）こ 7 2.0 （～）やつ 10 2.7 

（その／あの）ひと 7 2.0 （その／あの）こ 2 n ‘‘・ツc; 

彼／彼女 7 2.0 （その／あの）ひと 3 0.8 

（～）やっ 2 0.6 彼／彼女 3 0.8 
人 ....... 田子...... 1 0.3 苗字 5 J.4
称 （苗字）くん 13 3.7 （苗字） くん 8 2.2 

（苗字）さん 7 2.0 （苗字）さん 6 1. 7

名前／ニックネーム 13 3. 7 名前／ニックネ ー ム ， 2.5 

（名前／NN)ちゃん／さん／くん 12 3.4 （名前／NN)ちゃん／さん／くん 5 1.4 

（～）先輩 4 1.1 （～）先輩 4 1.1 

〈出典：安田他，1999,p81〉

36 

Copyright © 2004 The Society for Gender Studies in Japanese All rights reserved.

日本語とジェンダー  第4号 （2004）



4. 考察 ー 3観点の差異について 一

話し言葉の実際の用法には、 男女差がある。 それは、 辞書で説明できる範囲から終

助詞や呼称を取り出してみれば、実際の用法と辞書の説明（定義） は異なりが大きく、

また若者の男女差の意識と辞書の説明（定義）も一 致していないものが多い。 男女差

として意識されている李項は、 実際の用法を反映している点が多い。

話し言葉の男女差は、 依然として存在しているといえる。 しかし、 上記アンケ ー ト

では32.9％が男女差がないと回答している。 中には男女差がないとしながらも、 男女差

の言塞の例を記入するものもある。 それは、 知識や経験で知っている男女差や辞書の

定義であったりする。「ない」との回答は、 男女差が少なくなってきているということ

を「なくなりつつある」という意味で「ない」と答えたのではないかという類推もで

きる。 実際に回答にあった「典型的な女性の言葉『わ』使われていない」という記述

に代表されるように、 もっとも典型的と考えられていた終助詞が使われていないとい

うことも、 男女差が「ない」と感じさせる大きな要因と考える。

5. 終わりに 一 日本語教育で話し言葉の男女差をどう教えるか 一

日本語教育で話し言葉の男女差をどう教えるかという最初の問題であるが、 どう教

えるかの袖に、 教えるべきものかという疑問の解決が必要である。 世界のどの言語に

も話し言葉には多少の男女差が存在していると言われる。 ただ日本語の場合を考えて

みると、 その歴史は明治以後のものであり、 社会環境として、 女性の話し言葉が相手

にされていなかった状況11があったことなどから、男女差を喜んで教えるわけにはいか

ないような気がする。 しかし現実には、 男女で使い分けが行われてい
・
たり、 誤った使

い方では、 相手が不愉快な気持ちを引き起こしかねない。

そこで、 以ドのように考えてみたい。

l．上級以上の学習者には、 男女差があるという事実は、 必要な知識として教える。

2.男女差を知り、 自分に相応しい使い方を習得するのは、politenessの観点で必要

だという認識をする。

3．具体的な用法を知るには、 辞書や研究書類に頼らず、 コ ミュニケ ー ションを取り

たい日本語母語話者あるいはその集団の話し力.に注意して耳を傾け、 自ら特徴を

つかみとってみる（母語習得と同じやり方）。
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これをふまえた上で、 教師は、 学習者を支援する立場で、 自らの男女差についての

知識 ・ 意識を提供したり、 統計調査結果を提供する。

【注】

1. 終助詞は話してと聞き手の関係を帥提として使われこと、 誤った使い方は相手に不快な

気持ちを起こさせかねないこと、 終助詞を間違えるとひどく気になる、 と上野(1972,

p62)にある。

2. 従来の研究としては、 「 デス ・ マス体」指導の問題点について山下秀雄(1989)に的確に述
べられていなまた日本語の教科書としては、’'Modern Japanese for University
Students"(l963·68)が、 男女の話し方の違いを示した先駆的なものである。 インフォ ー

マルな会話を提示する理由などについては、 小出(1972, p261)に説明。 拙研究は、 小
川(1997)、 安田他(1999)に掲載。

3. 参照した文献は、国研(1951)、上野(1972)、田中(1973)、杉本(1975)、寿岳(1979)、

井出(1983) 、 Malcino Seiichi & Tsutsui Michio (1986)、 堀井(1990) 、 益岡・田窪

(1992) 。

4. 遠藤織枝「毎日新聞」2002年9月4日

5. 研究者の説明では男性語の方が多い。 また 「男性や高年の女性が使う語」というくくり
方もある。

6. 「い」は、 「かい」 「 だい」なども含めて、 命令・疑問・断定など文の終りに付いて語

勢を強める。 例：早くしろい、 何だい、 食べるかい、 うそだい

7. 安田他(1999) pp. 73-90より抜粋。

8. 国立国語研究所の調査が1974·5年に行なった調査では、 （国立国語研究所198la,198lb)

では、男女差について若年層(15-24歳）の回答で、ある62.4%、ない35.5%、その他2.1%。

1974·5年と、 1999年の20年間の変化はほとんどないといえる。

9.『週刊文春』 1999.10.28-2000.12.28号に連載された際には、 「 二日酔い主義」というタ
イトルであった。

10. IJヽ）II (1997) pp. 205-220.

11. 明治時代に、 話し言葉の男女差 が確立されていったが、 当時の社会背景と無関係では
ないと思われる。 明治時代に話し方の指導方法の開発について先進的な研究を発表した
横山健三郎は、「実際多く用ひざる話し方は、 練習する必要なし。 例へば、 女児に討議せ
しめるが如き之なり 」（横山健三郎『話方教授之枝折』、 増田信一『音声言語教育実践史
研究』より引用）と述べ、、 女性の話し言葉は取るに価しないものという価値観があった
ことが伺える。

38 

Copyright © 2004 The Society for Gender Studies in Japanese All rights reserved.

日本語とジェンダー  第4号 （2004）



［参考文献】

井出祥子(1983), 「 女性の話しことば」，『話しことばの表現』（水谷修編），筑摩書房

上野田鶴子(1972), 「 終助詞とその周辺」，『日本語教育』，17号

小川早百合(1997), 「現代の若者会話における文末表現の男女差」，『日本語教育論文集』，

凡人社

小出詞子(1972), 「 日本語教育について」（文化庁編）『日本語教授法の諸問題』

国寸国語研究所(1951),『現代語の助詞・助動詞ー 用法と実例 ー 』秀英出版

国立国語研究所(1981a),『大都市の言語生活 一 分析編 ー 』，二省堂

国立国語研究所(1981b),『大都市の言語生活 ー 資料編 ー 』，三省堂
寿岳章子(1979),『日本語と女』，岩波書店
杉本つとむ(1975),『女のことば誌』，雄山閣出版

田中章夫(1973), 「終段詞と閲甥樟刷，『品詞Blj日本対捻網互9 B)痴覗衡沐—彦・林巨樹編），明治覇完

堀井令以知(1990),『女の言葉』明治書院

Makino Seiiclri & Tsutsui Miclrio (1986), A Dictio11az:v of Basic Japa11ese Grnmmar The Japan 

冗'es

益岡隆志・田窪行則(1992),『基礎日本語文法 一 改訂版 ー 』くろしお出版

増田信 一 (1994) 『音声言語教育実践史研究』学芸図書

水谷信子(1989), 「 待遇表現指導の方法」『日本語教育』69号

安田芳子 ・ 小川早百合 ・ 品川なぎさ(1999), 「 現代日本語における男女差の現れと日本語教

育 一 意識・実態調杏 ー」『小出記念日本語教育研究会論文集7』

山下秀雄(1989) 「日本語教育における初級と待遇表現」『日本語教育』69号

39 

日本語とジェンダー  第4号 （2004）

Copyright © 2004 The Society for Gender Studies in Japanese All rights reserved.




